

















































  The Method of a Social Studies Lesson by the Hypothesis Examination;





























































































































答える 問う 教 師 子ども
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37 ～ 40 頁）において、授業実践の事実を説明するた
めに「判断のための探求」「「なぜ」からの探求」「知
ることからの探求」として説明した。ここではそれら
を、仮説吟味学習による授業づくりを実現する観点か
ら、理論的に新しく説明・評価し直している。
15　「価値判断・意思決定を迫るもの」は、石井英真・
西岡加名恵両氏が推奨するパフォーマンス課題という
ことができるだろう。（石井英真『中教審「答申」を
読み解く』日本標準、2017 年、84 頁。西岡加名恵『「逆
向き設計」で確かな学力を保障する』明治図書、2008
年、124 頁。）なお、「個別の事実へ降りる探求」とい
うネーミングは、市川伸一『学力低下論争』にみられ
る「基礎に降りていく学び」も参考にした。
16　これは、表現を変えれば、「社会に見られる課題を
把握して、その解決に向けて構想する力」（前掲書２「小
学校学習指導要領解説　社会編」７頁）といえる。
17　前掲書２「小学校学習指導要領解説　社会編」３頁。
（2017年８月24日受付）
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